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ボランティア活動への関心は年々高まり、様々な分野で活動が展開されるようになりました。背景
には、少子・高齢化、地域の助け合い機能の低下などの社会情勢の変化とともに、人々が心の豊か
さや、ゆとりを求めるようになったことなどがあげられます。今後、多様化する社会ニーズや複雑
化する課題を解決していくために、ボランティアの果たす役割はますます重要になります。

ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 へ の 参 加 は、
様々な人と交流でき、活動を通じ
て、生きがいのある心豊かな暮ら
しをもたらしてくれます。

人とのふれあい、文化とのふれあ
いによって、思いやりの心を育む
とともに、主体性や社会性を自然
に身につけることができます。

ボランティア活動により、人と人
との絆を生み出し、地域に暮らす
人々が共に生きる、活力ある地域
社会を作っていくことがきます。

１ ２ ３

ボランティアセンターでは、ボランティアの養成や現在活動しているボランティアの支援事業の展開や活動に関する情報
提供・相談対応など、地域のボランティアを様々な形で支えています。
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Ta

bata nariko

垂水市社会福祉協議会
田畑 成子さん

ボランティアコーディネーターとして、19 年間、色々な方々のお手伝いをさ
せて頂いています。まだコーディネーターとして知識も経験も浅いころ、平成
17 年の台風 14 号による災害で、垂水市に県内初の災害ボランティアセンター
が開設されました。市内外から大勢の方が駆け付けてくださり、私はコーディ
ネーターとして運営に携わりました。センターの運営は、正直に言って、大変
なことも多かったです。しかし、ボランティアの方々の「汗まみれ、泥まみれになりながらの懸命な
活動」、被災者の方々の「ありがとう」の言葉、共に働くスタッフの「励ましの言葉」、皆さんのおも
いやりの心に、運営に携わる私自身も支えられました。本当に多くの人に支えられ、ボランティアの
素晴らしさ、それを支えるコーディネーターの仕事の大切さを実感することができました。
　ボランティアは、人の気持ちを動かすことのできる素晴らしい活動です。また、人との出会いや地
域とのつながりを持つことで、おもいがつながり、自然と笑顔が生まれ、幸せを感じることができる
と思います。はじめの一歩が踏み出せない方もいるかと思いますが、そんな時は、お気軽にボランティ
アセンターにご連絡ください。一緒に、活動しましょう。 垂水市社会福祉協議会☎ 0994-32-6277
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